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1 

は
じ
め
に

　

近
年
、
労
働
者
不
足
に
よ
り
生
産
性
向
上
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
多
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
構
築
に
お
い

て
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
の
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
現
場
で
は
、
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
、
あ
る
い
は
上
空
の

既
設
構
造
物
が
支
障
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
施
工
に
あ

た
り
、
制
約
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
現
場
に
、
安
全
に
か
つ
施
工
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
横
移
動
工
法
と
し
て
開
発
さ
れ
た
エ
ア
ー

キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
令

和
元
年
度
新
技
術
・
新
工
法
発
表
会
で
工
事
施
工
全
般
の

合
理
化
に
か
か
る
技
術
と
し
て
、
関
東
農
政
局
土
地
改
良

技
術
事
務
所
に
展
示
（
写
真
1
）
さ
れ
て
い
た
こ
の
工
法

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

2 

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法

　 （
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
横
移
動
工
法
）

2・1 
工
法
概
要

　

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
と
い
う
空
気
に
よ

り
作
動
す
る
搬
送
装
置
を
用
い
た
敷
設
施

工
技
術
で
、
空
気
圧
に
よ
り
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
製
用
・
排
水
路
な
ど
を
浮
上
さ
せ
、
目
的
地
ま
で
水
平

に
移
動
し
据
え
付
け
る
技
術
で
す
（
図
1
）。

　

こ
の
工
法
は
、
特
別
な
軌
条
設
備
を
設
け
る
こ
と
な
く
、

空
気
圧
に
よ
り
製
品
を
浮
上
さ
せ
、
摩
擦
抵
抗
を
大
幅
に

低
減
さ
せ
た
状
態
で
移
動
が
可
能
で
あ
り
、
移
動
に
必
要

な
負
荷
は
、
搬
送
物
重
量
の
一
〇
〇
〇
分
の
三
と
な
り
ま

す
。
搬
送
重
量
が
一
五
t
の
場
合
、
移
動
に
必
要
な
負
荷

は
、
一
五
t
×
一
〇
〇
〇
分
の
三
＝
四
五
㎏ 
と
な
り
、
少

人
数
に
よ
る
人
力
施
工
が
容
易
に
行
え
ま
す
（
写
真
2
）。

ま
た
、
一
五
t
を
超
え
る
よ
う
な
搬
送
物
、
一
%
以
上
の

勾
配
な
ど
が
あ
る
現

場
の
場
合
、
〇
・
二

㎥ 
級
バ
ッ
ク
ホ
ウ
程

度
の
重
機
な
ど
を
併

用
す
る
こ
と
で
施
工

性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
（
写

真
3
）。

プレキャスト部材横移動工法 
「エアーキャスター工法」のご紹介

日本国土開発株式会社　土木事業本部
四宮　圭三
山仲　　徹

写真 1　工法紹介展示

図 1　エアーキャスター工法イメージ

写真 2　人力による移動写真 3　バックホウによる移動

3 

施
工
状
況

　

解
析
結
果
よ
り
決
定
し
た
位
置
に
、
ク
ー
リ
ン
グ
パ
イ

プ
を
設
置
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
行
っ
た
（
写
真
3
、

4
）。
ま
た
、
温
度
計
測
の
た
め
に
、
橋
脚
内
部
（
中
心
）

と
表
層
部
（
表
面
よ
り
二
〇
㎝ 
）
の
位
置
に
熱
電
対
を
設

置
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
温
度
計
測
を
行
い
、
ク
ー
リ
ン

グ
の
管
理
に
は
パ
イ
プ
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
遠

隔
で
管
理
を
行
っ
た
（
写
真
5
）。
通
水
停
止
、
再
開
の

際
に
は
予
定
通
り
職
員
の
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
に
て
通
知

さ
れ
た
（
写
真
6
）。

4 

打
設
結
果

　

得
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
結
果
（
最
高
温
度
）
と

解
析
時
の
比
較
を
表
1
に
示
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
最
高
温

度
実
測
値
は
解
析
値
と
同
程
度
で
あ
り
、
設
定
通
り
パ
イ

プ
ク
ー
リ
ン
グ
の
効
果
に
よ
り
温
度
上
昇
を
抑
制
で
き
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、目
視
確
認
の
結
果
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
有
害
な
ひ
び
割
れ
の
発
生
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

4 

お
わ
り
に

　

本
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り
効
果
的
に
パ
イ
プ
ク
ー
リ

ン
グ
を
行
い
、
マ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
温
度
上
昇
を
制
御

し
、
構
造
物
の
品
質
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

橋
脚
五
基
に
本
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
が
、
簡
易
な
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
移
動
も
容
易
で
あ
っ

た
。
更
に
は
、
自
動
化
・
遠
隔
化
に
よ
り
職
員
の
負
担
も

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
本
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
自
動
制
御
お
よ
び
遠
隔
管
理
機
能
は
、
パ
イ
プ
ク
ー
リ

ン
グ
工
法
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
湿
潤
養
生

時
に
お
け
る
湿
度
管
理
や
、
寒
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ
ー
に
よ
る
給
熱
養
生
な
ど
に
も
使
用
で

き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
同
一
シ
ス
テ
ム
に
て
管
理
す
る

こ
と
に
よ
り
、
現
場
サ
イ
ド
に
お
い
て
の
シ
ス
テ
ム
の
取

り
扱
い
が
、
よ
り
容
易
に
な
る
と
考
え
る
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を

基
に
、
対
象
構
造
物
に
合
わ
せ
た
ク
ー
リ
ン
グ
パ
イ
プ
の

汎
用
ユ
ニ
ッ
ト
化
を
行
い
、
現
場
作
業
の
効
率
化
を
図
る

な
ど
更
な
る
省
力
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
今
後
も
更
な
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
高
品
質
化
に
向
け
本
シ
ス
テ
ム
を
活

用
・
改
良
し
て
い
き
た
い
。

写真 4　コンクリート打設状況

写真 6　メール通知状況

写真 3　クーリングパイプ設置状況

写真 5　システム遠隔管理状況

表 1　コンクリート打設結果

橋脚 セメント
種類 打設日

コンクリート最高温度（℃）

標準案 対策案

解析値 解析値 実測値

柱1ロット
高炉B種

2018.3.29 67.4 48.3 50.2

柱2ロット 2018.4.28 73.0 56.0 54.5

梁 早強 2018.7.10 85.9 84.0 76.3
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2
・
4
・
2 

施
工
手
順

　

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
の
施
工
手
順
は
、
以
下
と
な

り
ま
す
。

①
切
込
み
の
あ
る
均
し
コ
ン
を
構
築
し
ま
す
。（
図
3
）

②
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
が
走
行
す
る
面
に
亜
鉛
板
を
設
置

し
ま
す
。

③
搬
送
物
を
切
込
み
の
あ
る
均
し
コ
ン
上
に
荷
下
ろ
し
し

ま
す
。

④
搬
送
物
の
下
の
基
礎
切
込
み
内
の
亜
鉛
板
上
に
、
所
定

の
枚
数
（
通
常
四
枚
）
の
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
を
挿
入

し
ま
す
（
図
4
）。

⑤
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
か
ら
供
給
さ
れ
た
空
気
が
ト
ー
ラ
ス

バ
ッ
グ
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
で
、
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー

が
上
昇
し
、
搬
送
物
の
底
面
と
接
触
し
ま
す
（
図
5
）。

⑥
さ
ら
に
空
気
の
供
給
を
続
け
る
と
、
ト
ー
ラ
ス
バ
ッ
グ

と
亜
鉛
板
の
間
か
ら
空
気
が
漏
れ
出
し
ま
す
。
こ
の

時
、
搬
送
物
は
浮
上
し
て
お
り
、
ト
ー
ラ
ス
バ
ッ
グ
と

亜
鉛
板
の
間
の
空
気
膜
の
上
に
乗
っ
た
状
態
に
な
り

ま
す
（
図
6
）。

⑦
所
定
の
位
置
ま
で
搬
送
物
を
横
移
動
し
ま
す
。

⑧
位
置
と
高
さ
が
規
格
値
内
と
な
る
よ
う
に
調
整
材
な
ど

を
均
し
コ
ン
と
搬
送
物
の
間
に
挿
入
し
ま
す
。

⑨
空
気
の
供
給
を
停
止
す
る
と
浮
上
し
な
く
な
り
、
搬
送

物
が
所
定
の
位
置
に
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

⑩
あ
る
程
度
の
延
長
分
の
搬
送
物
の
セ
ッ
ト
が
終
了
し
た

後
、
搬
送
物
の
下
面
に
設
け
ら
れ
た
孔
か
ら
、
切
込
み

部
の
空
洞
に
モ
ル
タ
ル
を
充
填
し
ま
す
（
写
真
6
）。

2・5 

工
法
の
効
果

　

こ
の
工
法
を
適
用
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
効
果
が
見

込
ま
れ
、
生
産
性
の
向
上
・
工
事
費
用
の
低
減
・
工
期
の

短
縮
・
安
全
性
の
向
上
・
周
辺
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
が

期
待
で
き
ま
す
。

•
ク
レ
ー
ン
は
、
荷
下
ろ
し
場
所
に
一
台
あ
れ
ば
よ
く
、

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
を
据
え
付
け
る
ク
レ
ー
ン
が
不

要
と
な
り
ま
す
。

•
上
空
に
支
障
物
が
あ
り
、
ク
レ
ー
ン
作
業
が
困
難
な
箇

所
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
を
施
工
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

•
わ
ず
か
な
力
（
重
量
の
一
〇
〇
〇
分
の
三
）
で
移
動
で

き
る
た
め
、
数
百
m
に
お
よ
ぶ
施
工
延
長
で
あ
っ
て

も
、
苦
渋
作
業
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

•
横
移
動
に
対
し
て
の
自
由
度
が
高
い
た
め
、
用
・
排
水

路
の
線
形
に
、
S
字
や
屈
曲
部
、
ク
ラ
ン
ク
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
て
も
、
施
工
が
可
能
で
す
。

•
危
険
な
作
業
で
あ
る
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
重
量
物
の
吊
り

作
業
が
荷
下
ろ
し
箇
所
周
辺
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
集

中
的
な
安
全
管
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

•
ク
レ
ー
ン
作
業
が
荷
下
ろ
し
場
所
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、

騒
音
・
振
動
の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

た
だ
、
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
を
適
用
し
た
場
合
、

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
走
行
箇
所
の
基
礎
切
込
み
部
の
空
洞

に
モ
ル
タ
ル
を
充
填
す
る
工
程
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

3 

お
わ
り
に

　

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
は
、
狭
隘
な
作
業
ス
ペ
ー
ス

で
も
安
全
に
、
高
品
質
な
構
造
物
を
築
造
で
き
、
工
期
の

短
縮
や
工
事
費
の
縮
減
に

寄
与
す
る
技
術
で
す
。
生

産
性
の
向
上
は
建
設
業
を

含
め
た
産
業
界
全
体
で
の

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
一

方
で
厳
し
い
現
場
条
件
下

で
の
工
事
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
こ
う
し
た
中
、
エ

ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
が

そ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し

て
、
今
後
も
適
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

図 3　エアーキャスター標準断面

図 4　エアーキャスター挿入

図 5　エアーキャスターに空気を供給

図 6　エアーキャスター浮上

写真 6　切込み部モルタル充填

　

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
は
、
既
に
六
〇
〇
件
を
超
え

る
施
工
実
績
を
有
し
て
お
り
、
農
業
農
村
整
備
事
業
に
お

い
て
は
北
陸
農
政
局
の
九
頭
竜
川
の
国
営
農
業
水
利
事
業

な
ど
で
使
用
実
績
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
工
法
は
農
業
農
村

整
備
民
間
技
術
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
N
N
T
D
）
に
登

録
（
登
録
番
号
は
一
〇
五
二
）
さ
れ
て
い
る
技
術
で
す
。

2・2 

施
工
実
績

　

日
本
国
土
開
発
は
、
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
を
建
設

省
近
畿
地
方
建
設
局
発
注
の
神
戸
浜
崎
共
同
溝
工
事
に
お

い
て
国
内
で
最
初
に
導
入
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
重
交

通
道
路
橋
床
板
下
や
都
市
部
狭
隘
土
留
め
内
で
の
適
用
や

大
型
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
を
連
結
し
た
小
型
バ
ッ
ク
ホ
ウ

搬
送
と
い
っ
た
厳
し
い
条
件
下
で
の
施
工
実
績
を
有
し
て

お
り
、
施
工
性
の
向
上
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

2・3 

施
工
計
画

　

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
、
以

下
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
施
工
計
画
を
立
案
し
ま
す
。

•
搬
送
物
の
重
量
は
、
一
回
の
横
移
動
あ
た
り
二
〜
三
〇

t
と
し
ま
す
。

•
そ
れ
以
上
の
重
量
の
場
合
、
搬
送
方
法
を
別
途
検
討
し

ま
す
。

•
一
回
横
移
動
時
の
搬
送
物
の
長
さ
は
、
一
・
〇
m
以
上

と
し
ま
す
。

•
搬
送
物
の
長
さ
が
一
・
〇
m
未
満
の
場
合
、
搬
送
物
を

二
つ
連
結
す
る
な
ど
し
て
、
一
・
〇
m
以
上
と
し
ま
す
。

•
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
が
走
行
す
る
面
に
は
、
均
し
コ
ン

上
に
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
専
用
の
薄
い
亜
鉛
板
（
ト
タ

ン
板
）を
敷
設
し
、不
陸
や
段
差
が
無
い
状
態
に
し
ま
す
。

•
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
が
水
没
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

•
上
空
の
架
空
線
や
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
壁
、
覆
工
板
な
ど

の
土
留
め
構
造
物
と
い
っ
た
支
障
物
と
の
余
裕
幅
を
、

一
〇
㎝
以
上
確
保
し
ま
す
。

•
一
五
t
以
上
の
搬
送
物
で
あ
る
、
ま
た
は
一
・
〇
%
以

上
の
勾
配
区
間
を
施
工
す
る
場
合
に
は
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ

な
ど
の
搬
送
方
法
を
現
場
に
装
備
し
ま
す
。

•
勾
配
が
大
き
く
、
搬
送
物
が
転
倒
す
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
に
は
、
搬
送
物
を
二
つ
連
結
す
る
な
ど
の
対
策
を

講
じ
ま
す
。

2・4 

工
法
詳
細

2
・
4
・
1 

主
な
使
用
資
機
材

•
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
（
写
真
4
、
写
真
5
、
表
1
）

　

 

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
の
キ
ー
と
な
る
機
器
で
す
。

通
常
四
枚
の
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
を
搬
送
物
の
下
に
挿

入
し
て
使
用
し
ま
す
。

•
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
（
図
2
）

　

 

一
台
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
で
四
枚
の
エ
ア
ー
キ
ャ
ス

タ
ー
に
空
気
を
供
給
し
ま
す
。

•
亜
鉛
版
（
ト
タ
ン
板
）

　
 

基
礎
切
込
み
部
上
の
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
走
行
部
に
設

置
し
ま
す
。

•
搬
送
機
器

　

 

一
回
当
た
り
の
搬
送
物
の
重
量
が
一
五
t
を
超
え
る
、

も
し
く
は
勾
配
が
一
・
〇
%
以
上
で
あ
る
場
合
、
バ
ッ

ク
ホ
ウ
な
ど
を
考
慮
し
ま
す
。

•
モ
ル
タ
ル

　

 

搬
送
後
、
基
礎
切
込
み
部
を
充
填
す
る
こ
と
に
使
用
し

ま
す
。

写真 4　エアーキャスター上面

写真 5　エアーキャスター下面

図 2　エアーキャスターとコンプレッサー

表 1　エアーキャスター諸元 
形式 15UHDL 21UHDL 27UHDL

楊重能力（tf/枚） 3.18 6.36 10.9
サイズ（mm） 381×381 533×533 686×686
空気充填前厚さ（mm） 48 51 62
空気充填時厚さ（mm） 70 83 100
重量（kg/枚） 5 10 21
※最大許容揚力（tf） 8.9 17.8 30.5

搬
送
物
重
量

1t～2t未満 ○
2t～4t未満 ○ △
4t～10t未満 △ ○ ○
10t～15t未満 ○ ○
15t～30t未満 ○

※最大許容揚力は、エアーキャスター4枚の楊重能力の7割
　表中の〇印は適用可、△印は要検討
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2
・
4
・
2 

施
工
手
順

　

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
の
施
工
手
順
は
、
以
下
と
な

り
ま
す
。

①
切
込
み
の
あ
る
均
し
コ
ン
を
構
築
し
ま
す
。（
図
3
）

②
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
が
走
行
す
る
面
に
亜
鉛
板
を
設
置

し
ま
す
。

③
搬
送
物
を
切
込
み
の
あ
る
均
し
コ
ン
上
に
荷
下
ろ
し
し

ま
す
。

④
搬
送
物
の
下
の
基
礎
切
込
み
内
の
亜
鉛
板
上
に
、
所
定

の
枚
数
（
通
常
四
枚
）
の
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
を
挿
入

し
ま
す
（
図
4
）。

⑤
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
か
ら
供
給
さ
れ
た
空
気
が
ト
ー
ラ
ス

バ
ッ
グ
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
で
、
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー

が
上
昇
し
、
搬
送
物
の
底
面
と
接
触
し
ま
す
（
図
5
）。

⑥
さ
ら
に
空
気
の
供
給
を
続
け
る
と
、
ト
ー
ラ
ス
バ
ッ
グ

と
亜
鉛
板
の
間
か
ら
空
気
が
漏
れ
出
し
ま
す
。
こ
の

時
、
搬
送
物
は
浮
上
し
て
お
り
、
ト
ー
ラ
ス
バ
ッ
グ
と

亜
鉛
板
の
間
の
空
気
膜
の
上
に
乗
っ
た
状
態
に
な
り

ま
す
（
図
6
）。

⑦
所
定
の
位
置
ま
で
搬
送
物
を
横
移
動
し
ま
す
。

⑧
位
置
と
高
さ
が
規
格
値
内
と
な
る
よ
う
に
調
整
材
な
ど

を
均
し
コ
ン
と
搬
送
物
の
間
に
挿
入
し
ま
す
。

⑨
空
気
の
供
給
を
停
止
す
る
と
浮
上
し
な
く
な
り
、
搬
送

物
が
所
定
の
位
置
に
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

⑩
あ
る
程
度
の
延
長
分
の
搬
送
物
の
セ
ッ
ト
が
終
了
し
た

後
、
搬
送
物
の
下
面
に
設
け
ら
れ
た
孔
か
ら
、
切
込
み

部
の
空
洞
に
モ
ル
タ
ル
を
充
填
し
ま
す
（
写
真
6
）。

2・5 

工
法
の
効
果

　

こ
の
工
法
を
適
用
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
効
果
が
見

込
ま
れ
、
生
産
性
の
向
上
・
工
事
費
用
の
低
減
・
工
期
の

短
縮
・
安
全
性
の
向
上
・
周
辺
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
が

期
待
で
き
ま
す
。

•
ク
レ
ー
ン
は
、
荷
下
ろ
し
場
所
に
一
台
あ
れ
ば
よ
く
、

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
を
据
え
付
け
る
ク
レ
ー
ン
が
不

要
と
な
り
ま
す
。

•
上
空
に
支
障
物
が
あ
り
、
ク
レ
ー
ン
作
業
が
困
難
な
箇

所
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
を
施
工
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

•
わ
ず
か
な
力
（
重
量
の
一
〇
〇
〇
分
の
三
）
で
移
動
で

き
る
た
め
、
数
百
m
に
お
よ
ぶ
施
工
延
長
で
あ
っ
て

も
、
苦
渋
作
業
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

•
横
移
動
に
対
し
て
の
自
由
度
が
高
い
た
め
、
用
・
排
水

路
の
線
形
に
、
S
字
や
屈
曲
部
、
ク
ラ
ン
ク
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
て
も
、
施
工
が
可
能
で
す
。

•
危
険
な
作
業
で
あ
る
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
重
量
物
の
吊
り

作
業
が
荷
下
ろ
し
箇
所
周
辺
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
集

中
的
な
安
全
管
理
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

•
ク
レ
ー
ン
作
業
が
荷
下
ろ
し
場
所
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、

騒
音
・
振
動
の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

た
だ
、
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
を
適
用
し
た
場
合
、

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
走
行
箇
所
の
基
礎
切
込
み
部
の
空
洞

に
モ
ル
タ
ル
を
充
填
す
る
工
程
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

3 

お
わ
り
に

　

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
は
、
狭
隘
な
作
業
ス
ペ
ー
ス

で
も
安
全
に
、
高
品
質
な
構
造
物
を
築
造
で
き
、
工
期
の

短
縮
や
工
事
費
の
縮
減
に

寄
与
す
る
技
術
で
す
。
生

産
性
の
向
上
は
建
設
業
を

含
め
た
産
業
界
全
体
で
の

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
一

方
で
厳
し
い
現
場
条
件
下

で
の
工
事
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
こ
う
し
た
中
、
エ

ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
が

そ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し

て
、
今
後
も
適
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

図 3　エアーキャスター標準断面

図 4　エアーキャスター挿入

図 5　エアーキャスターに空気を供給

図 6　エアーキャスター浮上

写真 6　切込み部モルタル充填

　

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
は
、
既
に
六
〇
〇
件
を
超
え

る
施
工
実
績
を
有
し
て
お
り
、
農
業
農
村
整
備
事
業
に
お

い
て
は
北
陸
農
政
局
の
九
頭
竜
川
の
国
営
農
業
水
利
事
業

な
ど
で
使
用
実
績
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
工
法
は
農
業
農
村

整
備
民
間
技
術
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
N
N
T
D
）
に
登

録
（
登
録
番
号
は
一
〇
五
二
）
さ
れ
て
い
る
技
術
で
す
。

2・2 

施
工
実
績

　

日
本
国
土
開
発
は
、
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
を
建
設

省
近
畿
地
方
建
設
局
発
注
の
神
戸
浜
崎
共
同
溝
工
事
に
お

い
て
国
内
で
最
初
に
導
入
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
重
交

通
道
路
橋
床
板
下
や
都
市
部
狭
隘
土
留
め
内
で
の
適
用
や

大
型
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
を
連
結
し
た
小
型
バ
ッ
ク
ホ
ウ

搬
送
と
い
っ
た
厳
し
い
条
件
下
で
の
施
工
実
績
を
有
し
て

お
り
、
施
工
性
の
向
上
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

2・3 

施
工
計
画

　

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
を
適
用
す
る
に
あ
た
り
、
以

下
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
施
工
計
画
を
立
案
し
ま
す
。

•
搬
送
物
の
重
量
は
、
一
回
の
横
移
動
あ
た
り
二
〜
三
〇

t
と
し
ま
す
。

•
そ
れ
以
上
の
重
量
の
場
合
、
搬
送
方
法
を
別
途
検
討
し

ま
す
。

•
一
回
横
移
動
時
の
搬
送
物
の
長
さ
は
、
一
・
〇
m
以
上

と
し
ま
す
。

•
搬
送
物
の
長
さ
が
一
・
〇
m
未
満
の
場
合
、
搬
送
物
を

二
つ
連
結
す
る
な
ど
し
て
、
一
・
〇
m
以
上
と
し
ま
す
。

•
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
が
走
行
す
る
面
に
は
、
均
し
コ
ン

上
に
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
専
用
の
薄
い
亜
鉛
板
（
ト
タ

ン
板
）を
敷
設
し
、不
陸
や
段
差
が
無
い
状
態
に
し
ま
す
。

•
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
が
水
没
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

•
上
空
の
架
空
線
や
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
壁
、
覆
工
板
な
ど

の
土
留
め
構
造
物
と
い
っ
た
支
障
物
と
の
余
裕
幅
を
、

一
〇
㎝
以
上
確
保
し
ま
す
。

•
一
五
t
以
上
の
搬
送
物
で
あ
る
、
ま
た
は
一
・
〇
%
以

上
の
勾
配
区
間
を
施
工
す
る
場
合
に
は
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ

な
ど
の
搬
送
方
法
を
現
場
に
装
備
し
ま
す
。

•
勾
配
が
大
き
く
、
搬
送
物
が
転
倒
す
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
に
は
、
搬
送
物
を
二
つ
連
結
す
る
な
ど
の
対
策
を

講
じ
ま
す
。

2・4 

工
法
詳
細

2
・
4
・
1 

主
な
使
用
資
機
材

•
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
（
写
真
4
、
写
真
5
、
表
1
）

　

 

エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
工
法
の
キ
ー
と
な
る
機
器
で
す
。

通
常
四
枚
の
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
を
搬
送
物
の
下
に
挿

入
し
て
使
用
し
ま
す
。

•
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
（
図
2
）

　

 

一
台
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
で
四
枚
の
エ
ア
ー
キ
ャ
ス

タ
ー
に
空
気
を
供
給
し
ま
す
。

•
亜
鉛
版
（
ト
タ
ン
板
）

　

 

基
礎
切
込
み
部
上
の
エ
ア
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
走
行
部
に
設

置
し
ま
す
。

•
搬
送
機
器

　

 

一
回
当
た
り
の
搬
送
物
の
重
量
が
一
五
t
を
超
え
る
、

も
し
く
は
勾
配
が
一
・
〇
%
以
上
で
あ
る
場
合
、
バ
ッ

ク
ホ
ウ
な
ど
を
考
慮
し
ま
す
。

•
モ
ル
タ
ル

　

 

搬
送
後
、
基
礎
切
込
み
部
を
充
填
す
る
こ
と
に
使
用
し

ま
す
。

写真 4　エアーキャスター上面

写真 5　エアーキャスター下面

図 2　エアーキャスターとコンプレッサー

表 1　エアーキャスター諸元 
形式 15UHDL 21UHDL 27UHDL

楊重能力（tf/枚） 3.18 6.36 10.9
サイズ（mm） 381×381 533×533 686×686
空気充填前厚さ（mm） 48 51 62
空気充填時厚さ（mm） 70 83 100
重量（kg/枚） 5 10 21
※最大許容揚力（tf） 8.9 17.8 30.5

搬
送
物
重
量

1t～2t未満 ○
2t～4t未満 ○ △
4t～10t未満 △ ○ ○
10t～15t未満 ○ ○
15t～30t未満 ○

※最大許容揚力は、エアーキャスター4枚の楊重能力の7割
　表中の〇印は適用可、△印は要検討

116 ౔஍վྑɹ���߸ɹ������●


	314t-40
	314t-41
	314t-42

